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   Spermatopoietic function has been evaluated by microscopic examination of spermatoz-
oid, development and number of sperma of the testicle, and measurements of body weight, 
 body length, and size of the testicle of matured rats to whom drugs being supposed to 
possess ome effects on the testicle were administered 10 times daily by subcutaneous 
injection. 
   Marked stimulating effects on spermatopoietic function have been observed by administ-
ration of either serum, chorionic, or placental gonadotropin, particularly the latter. At 
the same time some effects on the interstice were also noted. 
   Male sex hormone also stimulated spermatopoietic function, though the effects were 
less marked than that seen by gonadotropin and there were no effect on the interstice. 
   Administration of female sex hormone and adrenocortical hormone resulted in marked 
spermatopoietic dysfunction. 
   ACTH-Z accelerated the function only slightly. 
   Antithyroid substance moderately stimulated the function. On the other hand, thyroid 
hormone depressed the function slightly. 
   Administration of insulin andparotin affected the function slightly. The function was 
almost within normal range when insulin was administered and it was slightly disturbed 
when parotin was administered. 
   Adrenalin andpilocarpine depressed the function, while atropine moderately accelerated 
the function. 
   Vitamine E also moderately accelerated the function. 
   Chondroitin sulfate, Vitamine H, and ATP slightly accelerated the function. 
   Alginine and pineal body did not affected the function. 
   5-oxy-anthranilic acid moderately disturbed the function. 










そある.こ れちのことを幾 分でも解 明 しよ うと
して次 の要 領で実験 を行つた.即 ち使用薬剤 は
ホルモン剤,交 感神経毒,ア ミノ酸,臓 器抽 出








使用薬 剤 術 式
投 与 量1投 与
回数
cci単 位1間 隔
ア ンテ ロン 皮下注射 0.1 50単位 毎 日 10
プ リモ ゴニ ール 〃 0.1 5単位 毎 日 10
エナル モ ン 〃 1.O 5mg 毎 日 10
ヘキス ロソ 〃 1.O 5mg 毎 日 10
ヒポ ホ リン 〃 0.2 2単位 毎 日 10
プ ロラン 〃 0.1 20単位 毎 日 10
コ ーチ ゾ ソ 〃 0.2 5mg 毎 日 10
プ レ ドニ ン 〃 0.1 2.5mg 毎 日 10
ACTH-Z. 〃 0.1 4単位 隔日 10
メチ オジ ール 〃 0.5 10mg 毎 日 10
チ ラヂ ン 〃 0.1 20mg 毎 日 10
インシ ュ リン 〃 0.1 2単位 毎 日 10
パ ロチ ソ 〃 0.5 0.75mg毎 日 10
ボス ミン 〃 0.1 1mg 毎 日 10
ピ ロカル ピン 〃 0.1 0.6mg 毎 日 10
ア トロ ピソ 〃 0.1 50γ 毎 日 10
ユベ ラ 〃 0.2 20mg 隔 日 10
コ ン ドロ ソ 〃 0.1 2mg 毎 日 10
ビタ ミンH 〃 0.2 50γ 毎 日 10
アル ギ ニン 〃 0.1 1mg 毎 日 30
A。T.P. 静脈注射 0.5 2.5mg 毎日 10
5一 オキ シ酸 皮下注射 0.5 5mg 毎日 10
松果体 埋 没 檀 1頭分 10日 1回
































1)体 重50gm以 下 正 常 白 鼠 の発 育
表2に 示す 如 く,10日後 に於 け る 自然 増 加 は体 重 で
は4.0～8.8gmで平均6.6gm,体長 では0.2～0.7cm
で平 均0.5cmと なつ て い る.睾 丸 の大 き さで は左 右
は略 々同 大で そ の 差 は殆 ん ど0.1cm以 下 とな つて い
る.左 側 に於 け る 自然 増 加 は0.1～0.2×0～0,3×0～0
.1cmで平 均07,13×0.13×0.lcmとな り,右 側 で
は0～0.3×0～0.2×O・vO.2cmで0.17×0.06×0.lcm
を示 して い る.精 子 数 では+が2～3で 平 均2.3,什
が5～7で6,耕 が1～2で1.7と な つ てい る.計 は
総 て10を示 して い る.
2)体 重50～100gm正 常 白鼠 の 発 育
表3に 示す 如 く,10日後 に於 け る 自然 増 加 は体 重 で
は3.1～6.1gmで平 均4.5gm,体長 では0.2～O.4cm
で 平均0.3cmと なつ てい る.睾 丸 の大 き さで は左 右
は 略 々 同大 で そ の 差 は 総 てO.1cm以 下 と なつ て い
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第2表 体重50gm以下正常白鼠の発育








る.左 側 に於 け る 自然 増 加 は0～0.1×0～0・1×O'vO・1
cmで 平均O.05×0.07×0.03cmとな り,右 側 で は
0.1×0×Ocrnを示 して い る.精 子 数 で は+1が2～3
で 平 均2.3,卦 が4～5で4.7,冊 が2～4で3と な
つ て い る.計 は 総 て10を示 し てい る.こ の群 の1例 を
図 に示 す とFig.1の 如 くで あ る.
3)体 重100gm以 上 正常 白鼠 の 発 育
表4に 示 如 く,10日後 に於 け る 自然 増 加 は 体重 で は
第4表 体重100gm以上正常白鼠の発育
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…1珊 柵 冊 ・ 冊 ・ ・1・131・
…1・ 柵 ・ 什 柵 冊 矧 ・1・・11・
…3+柵 冊 ・ 柵 柵i・1・[・1i・
3.0～5.5gmで平 均4,2gm,体 長 で は0.4～0.8cmで
平 均0.6cmと なつ て い る.睾 丸 の大 き さで は 左右 は
略 々同 大 でそ の 差 は 総 て0.lcm以 下 と なつ て い る.
左 側 に 於 け る 自然 増 加 は0～0.1×0～0.1×0～0.1cm
で 平 均0.07×0.03×0.03cm,右側 で は0～0.1×0×
0～0.1cmで0.07xO×0.07cmを示 して い る.精 子
数 で は+が1～3で 平 均2,朴 が5～6で5.7,帯 が
2～3で2.3と なつ て い る.計 は総 て10を 示 してい
る.
以 上 各 体 重 に 於け る 正 常 白鼠 を 対 照 と して 以 後の
実験 に供 した の で あ るが,各 平 均 の 数 値 を 示 す と,
50gm以下 では 体 重6・6gm,体長0.5cm.睾丸 の大 き
さ左0・13×0・13×0・1cm・右0・17×O.06×0.1c皿,50
～100gmで は体 重4・5gm・体 長0 .3cm,睾丸 の大 き
さ左0・05×O・07×0・03cm・右0 1xO×Ocm,1009即
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以上 で は 体 重4.2gm,体長0。6Cm,畢 丸 の大 き さ左
O.07×0.03×O.03cm,右0.07×0×0.07cmとな つ て
い る.こ れ か ら自然発 育 で は50gm以 下 が 最 も よ
く,殊 に畢 丸 の大 きさで は0.1～0.2cmの増 大 を示 し
てい るが,50gm以 上 で は何 れ も0.1cm以 下 とな つ
てい る.
精子数 で は50gm以 下 で は+2,3,昔6,帯1.7,
50～100gmでは+2,3,軒4.7,帯3,100gm以上 で
は+2,朴5.7,柵2.3で 何 れ も朴 が半 数 を 示 し,
+,帯 は 同数 か又 は 帯 が ご く軽 度増 加 を 示 してい る.
計 では何 れ も10となつ て お り,以 上の 数 値 を標 準 と し
て注 射前後 の造 精 機能 を評 価 した.し か し組 織 検 索 に
あた っては 勿論 精 細管 内 の精 細胞 の組 織 像は 充 分 観察
した.尚 惜 の増 加 を示 す もの を右 方 に推 移 して い る と
し,+の 増 加を 示す もの を 左方 に推 移 してい る と して
以下そ の成績 を 表 現す る.
巫〕 ホ ルモ ン剤
1)ア ンテ ロソ(血 清 性 性腺 刺 戟 ホ ル モ ン)




薯 明 にそ の大 きさ を増 して い る.精 子 数 で は+が0～
1で 平均O.3,卦が4～5で4.3,冊 が5～6で5 .3と
著 明 な右 方推 移を 示 してい る.精 子 数 の増 加 と同 時 に
間 質 の増 加 も著 明 でFig.2に 示 す 通 りで あ る.
2)ブ リモ ゴ ニ ール(絨 毛性 性 腺 刺戟 ホル モ ン)
























































































・・1「冊 冊 ・柵 冊 州 ・「・「1・
…1冊 柵 柵 柵 冊1・1・i・i1・
N・・1冊 柵 冊 冊 冊 ・[・r・ll・
単位 毎 日10回皮 下 注 射 では 体 重17.0～26.5gmで平
均21.3gm,体長0.7～1.1cmで0.9cmの増 加 を示
してい る.睾 丸 の大 き さで は左 側 は0.4～0.7×0・2～
0・3×0.2cmで平 均0.57×0.27×0.2cm,右側 は0.4～
番号1,23456・891・i・i申i計
・…1冊 冊 冊 冊 冊1・1・1・ll・
…21柵 柵 冊 冊 冊111・1・[1・
・…1柵 冊 珊 冊 冊1・1・1・「1・
単位 毎 日10回皮下 注 射 では 体 重3.0～19.2gmで平 均
9.2gm,体長1.2～1.7cmで1.4cmの増 加 を 示 して
い る.睾 丸 の大 きさで は 左側 は0.2～0.3×0.2～0.3×
0.3cmで平 均0.23×0.27×0.3cm,右側 は0.3～0,5
×0.3～0.4×O.2～0.3cmで0.4×0.33×0.23cmで可
成 そ の大 き さを増 して い る.精 子数 では+が0～1で
平 均0.3,甘が5～6で5.3,柵 が4～5で4,3と 軽 度
右 方推 移 を示 してい る.精 子 数 の軽 度 増 加 に比 し間 質
増 加 は著 明でFig,3に 示す 通 りで あ る.
3)エ ナ ル モ ン(男 性 ホル モ ン)
表7に 示す 如 く,使 用 白鼠 は 総 て50～100gmで
5mg毎 日10回皮下 注射 で は 畢 丸 は 平 均 左側0.3×O.2
×0.23cm,右側0。37×0.2×0.17cmと対 照 に比 し著
明 な増 加 を 示 してい る,精 子 数 で は+0,昔4.3・ 冊
5.7と著 明 な右 方 推 移 を 示 して い る(Fig.4),
































































・・1i柵 柵 冊 柵 柵1・1・i・li・
N… 陪 冊 柵 冊 冊1・i・1・10
…1柵 柵 冊 榊 柵1・i・611・
5mg毎 日10回皮下 注 射で は 体 重,体 長 共 に 減 少 を示
し,畢 丸 の大 き さは左 側 一〇.23×-0・2×-O・23cm・
右 側 一〇.27×-0.23×-O.27cmと著 明 な 縮小 を 示 し
て い る.精 子 数 で は+が 圧 倒 的 に 多 くな り・ 什緋 は 総
て み られ ない で,総 計 で は総 て10に満 た な くなつ て い
る.強 度 の左 方 推 移 と共 に精 子 数 の 著 明 な 減 少 を示 し
て い る(Fig5).
5)ヒ ポ ホ リソ(脳 下垂 体 前 葉 ホル モ ン)
表9に 示 す 如 く,使 用 白鼠 は 総 てSO・v100gmで,
2単 位 毎 日10回皮 下 注 射 で は体 重,体 長 は 対 照 と比 し
可成 の 発 育 を示 し,睾 丸 で は 左側0.2xO.17×O.17crn,
右 側0.2×0.2×O.2cmと大 き くなつ てい る.精 子 数
で は+0.7,升4.7,柵4.7と 右 方 推 移 を 示 し てい
る(Fig.6).
6)プ ロラ ソ(動 物 用 胎盤 性 性腺 刺 戟 ホ ル モ ン)
表10に示 す 如 く,使 用 白 鼠 は 総 て100gm前 後 で,
20単位 毎 日10回皮下 注射 で は 体 重,体 長 の増 加は 対 照
と差 は 殆 ん どみ られ な いが,畢 丸 の 大 き さで は 左側
0.6×0.27×0.27cn1,右側0.57×0.23×0.23cmと最
もそ の数 値 を増 して い る.精 子 数 で は+0,昔3.7,.
帯6.3で著 明 な右 方 推 移 を 示 し て い る(Fig.7).
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1
睾 丸 の 大 き さ






















































番 号ll 2 3 4 5 6 78
No.1
91・1・1刑 刑 計 .
No.2
1+++一++一+++i・1・1・1・
卜 十 十 十 十 ・}・ 0 ・1・
No.3 1一 十 十 十 十 ・1・1・1・
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体重体長 睾 丸 の 大 き さ
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番 号 1 2 34 5 6 7 8 91・1 ・1刑 辮
No。1 1・ 1十 十 十 惜
i・ 什
一1・1・11」
No.2 井 +暮 帯





表11に示 す如 く,使 用 白鼠 は 総 て100gm以 上 で,
5mg毎 日10回 皮下 注 射 で は 体 重,体 長 は著 明な 減
少 を 示 し,睾 丸 の大 きさで は 左側 一〇.27×-0.23×
-0.23cm,右側 一〇.2×-0.3×-0.3cmと薯 明 な 縮
小 を示 して い る.精 子 数 で は+3.3,軒4.7,柵1.7と
左 方 推 移 を示 し,計 で は10に満 た ない ものが 現 われ て
い る(Fig.8).
8)プ レ ドニ ン(副 腎 皮 質 ホル モン)
表12に示す 如 く,使 用 白鼠 は 総 て100gm以 上 で,
2.5mg毎日10回皮下 注 射で は体 重,体 長 は 著 明 な減
少 を 示 し,睾 丸 の大 き さ で は.左側 一〇.27×-0.1×
0.03cm,右側 一〇.27×-0.07×-0.13cmと著 明 な縮
小 を 示 して い る.精 子数 で は+3.3,升2.3,■O.7と
左方 推 移 を示 し,計 で は総 て10に 満 たな い もの ぼ か
りで,璋 精 機 能 の障 害 が窺 わ れ る(Fig.9).
9)AcrH-Z(副 腎皮 質刺 戟 ホ ル モ ン)
表13に示 す 如 く,使 用 白鼠 は100gm以 上 及 び50
～100gmで,4単 位 隔 日10.回皮下 注 射 では 体 重 の増
加 が み られ,睾 丸 の 大 き さで は左 側0.17×0.07×0. 7
cm,右 側O.27×0.1×0.1cmと軽度 の増 大 を示 して
い る.精 子数 で は+1.3,升5,辮3 .7と軽度 の右 方 推
移を 示 して い る(Fig.10),
10)メチ オジ ール(抗 甲状腺 剤)
第13表ACTH-Z投与による成績
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No。11++ト 斗什 帯++←+ト 斗蒔・斗R+tl'i2i21610
…i冊 冊 冊 柵 柵1・ 【ll・il。
…i帯 ・柵 柵 帯 柵 刑 ・i・1・11・
番号 123・567891・+i申1計
・・11・ 柵 柵 一+e-H-+H・+Fl・1・1・1・
・…1+一 柵 ・+F"■ 一"1・1・1・i・
N・.31+一 一+一 蝋 一++ ・111・1・
表14に示す 如 く,使 用 白 鼠は 総 て50～100gmで,
101hg毎日10回皮下 注 射で は 体 重 の著 明 な増 加 が み
られ,睾 丸 の大 き さで は左 側0.43×023×0.23cm,右
側0.4×0.27×0.27cmと著 明 の 増 大 を'示して い る.
精 子数 では+1.7,什2,十6.7とi著明 な右 方 推 移 を示
し,造 精 機能 の 促進 され て い る ことが窺 われ る(Fig.
11).
11)チラヂ ソ(甲 状腺 ホル モ ソ)
表15に示 す如 く,使 用 白鼠 は 総 て50gm以 下 で,
201ng毎日10回皮下 注 射 で は体 重,体 長 の増 加 は 対 照
に比較 し殆 ん ど差 が み られ ず,睾 丸 の大 きさで は 左 側
0.03×0.07×Ocm,右側0.03×0,03cmで寧 ろ軽 度 の
縮 小 を示 し,計 で は総 て10に満 た な い値 で,造 精 機 能
の 軽度 障害 を 示 してい る(Fig.12),
12)イン シ=リ ン
表16に示す 如 く,使 用 白鼠 は100gm前 後 で,2単
位 毎 日10回皮下 注 射で は体 重,体 長 は対 照 に比 較 して
殆 ん ど差 が み られず,睾 丸 の大 きさ で は左 側0.07×
0.1×0。07cm,右側0.05×0.03×0.07cm』で 正 常発 育
の範 囲 に とど まっ てい る.精 子 数 で は+2.7,昔5.3,
惜2で,計 は何 れ も10を示 し,正 常 と比 較 し殆 ん ど差
が み られ て い ない(Fig.13).
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番1注 体重体長 畢 丸 の 大 き さ
号 射 91ncm 左i右
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パ。チ.投4,tよる囎 表・7に示す如 く・使用白鼠は5・-100gmで・O・75































・…[+一+一++一 冊 帯 ・}11・1・
No.3 十 十 一 十← 十 ;柵+1・}・1 .。i・
子 数 で は+5,什1.3,lt十〇.7で左 方推 移 を示 し,計 で
は総て10に灘 なくなつており・軽度の障害が窺嫡
る(Fig.14)。
田〕 交 感神 経 轟
1)ボス ミソ(ア ド レナ リソ)
表18に示す 如 く,使 用 白鼠 は総 て100gm以 上で,
1m9毎 日10回注射 で は 体 重 は 減 少 を 示 し,睾 丸 の大
き さで は左 側 一1.3×-0.2×-0.23,右側 一〇。17×-
0.17×-0.2cmと縮 小 して い る.精 子 数 で は+3,3,
朴4,帯2.7で 軽度 の 左 方 推 移 を 示 し てい るが,畢 丸
の 大 き さの 計測 に比 較 して は そ れ程 の障 害 は み られ て
し、な し、(Fig.15)。
2)ピ ロカル ピン
表19に示 す 如 く,使 用 白鼠 は 総 て50・v100gm'℃;"
0.6mg毎日10回皮 下 注射 では 体 重 は著 明 に 減 少 を示
し,睾 丸 の 大 きさ も左 側 一〇.1×-O.1×-O.1cm,右
側 一〇.1×-0.1×-0.03crnと縮 小 を 示 し てい る.精
子数 も+2.7,朴4.7,帯0.7で左方 推 移 を示 し,計 で





























































番 号 1 2 3 4 5 6 78 91明 ・ 陪 矧 計
No.1 1粁+耕+昔 帯IH一 昔+刑 ・3)4 ・11。
No.2 IH惜+惜+昔+帯+粁14 ・1・iib'
No.3 1+什 朴 柵 升 昔 昔+惜+ 3 ・i・ lo
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第19表 ピロカルピソ投与による成績






























































番 号 1 2 3 4 5 6 7891・ 「 ・1朴 「 耕 計
No.1 1・ 朴 昔 ・ 督 一 卦 一 刑 ・1・1・ レ
No.2 1++朴 柵 ・ 朴+一 昔 刑 ・1・ 【11・






























































…i++柵 冊 柵 柵[・1・1・li・
N・・i帯・柵 帯 柵 冊 小541・
3)ア トロ ピン
表20に示す 如 く,使 用 白鼠 は総 て50・vlOOgmで,
50r毎日10回皮下 注 射 では 体 重,体 長は 平常 の 発 育
を 示 し,睾 丸 の大 きさ は左 側0.27×0.13×0.13cm,右
側0.3×0.1×0.17Cmと増 大 を 示 してい る.精 子 数 も
+1.7,卦3.3,帯5と右 方 推 移 を示 し,造 精 機能 の 促
進 が窺 わ れ る(Fig.16).
r1〕其の 他
1)ユ ベ ラ(ビ タ ミソE)
表21に示す 如 く,使 用 白 鼠 は総 て50gm以 下 で,
20mg隔 日10回皮 下 注射 で は体 重,体 長 の軽 度増 加 が
み られ,畢 丸 の大 きさ も左 側0.17×0.27×O.23cm,右
側0.2×0.17×O.2cmと増 大 を示 して い る.精 子 数 も
+1.7,卦4.3,帯4と右 方推 移 を示 し,造 精機 能 の 促
進 が窺 わ れ る(Fig,17).
2)コ ン ドロソ(コ ソ ドロ イチ ン硫 酸)
表22に示す 如 く,使 用 白鼠 は 総 て50～100gmで,
2mg毎 目10回皮 下 注 射で は 体重,体 長 の軽 度増 加 が
み られ,睾 丸 の 大 き さで は 左側0.2刈,1×0.03cm,右
側0.2×0.03×0.lcmで軽 度 の増 大 を 示 して い る.精
子数 で は+1.3,升4.3,十tf4.3と右 方 推 移 を示 し,軽
度 の造 精 機 能 促進 が 窺 わ れ る(Fig.18).
3)ビ タ ミンH
128碓 井一睾丸造精機能の研究(第 ∬編)
第21表 ユベラ投与による成績 第23表 ビタミンH投与による成績
号1射
剤 注幽磁
.rr駒 融「曽 τ〒曜 ▼1「愚・巴漕 厚 「F-」'T「 」
畢 丸 の 大 き さ
gmcm 左1右
体重体長
、 ρ ・.・--'}∬ 臼囲 一'併
畢 丸 の 大 き さ



































番号i12・ ・567891・+申1計 翻1123456・891・+甲 計
N・11柵 冊 冊 ・ 帯 柵1・1・1・11・N・11・ 冊 ・ 冊 冊 柵i・1・1・r1・
…1柵 ・冊 柵 耕 冊 目 ・1・11・N・1冊 ・冊 柵 冊 州 ・1・ii・






















































唖lr朴 ・柵 冊 冊 帯 剛5411・
番号123・56・891・[・1申1計
N・・2旨+帯 冊 ・ 柵 帯 冊 ・135}1・
N・・1繍 ・柵 柵 冊 州15国1。
表23に示す 如 く,使 用 白鼠 は 総 て50gm以 下 で,
50γ毎 日10回皮下 注 射 で は体 重,体 長 は 正 常 の増 加聖
示 し,睾 丸 の大 き さで は左 側3.3×0.1×0.1cm,右側
0.27×0.13×0,07cmで軽 度 の 増 大 を 示 してい る.精
子 数 で は+1.7,朴S,帯3.3と 極 く軽 度 では あ るが,
右 方 推 移 を示 して い る(Fig.19).
4)ア ル ギ ニ ン
表24に示す 如 く,使 用 白鼠 は 総 て50～100gmで,
1mg毎 日30回皮 下 注 射 で は 体重,体 長 は 正 常 の増 加
を示 し,睾 丸 の大 き さで は左 側0.07×0.1×0.07cm,
右 側0.07×0.03×0.1cmで殆 ん ど 正 常 の 増 大 に 等 し
い値 を示 して い る。 精 子 数 で は+2.7,昔5,柵2.3と対
照群 と略 々等 しい数 値 で,影 響 は殆 ん どみ られ てい な
い(Fig.20).
5)A.T.P.(アデ ノシ ン三燐 酸 ナ トリウ ム)
表25に示す 如 く,使 用 白 鼠 は総 て50～100gmで,
2.5mg毎日10回静 脈 注射 で は体 重,体 長 の 増 加が み
られ,睾 丸 の 大 ぎ さで は 左 側0.13×0.07×O∫07prtrr,t"
右 側0.17×0.07×0.03cmと極 く軽 度 の増 加 がみ られ
る.精 子 数 で は+1.3,粁5.3,帯3.3と微 か に右 方推
移 を示 し てい る(Fig.21).
6)5一 オキ シ酸(5一 オ キシ ー ア ン トラニル 酸)「
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毎 日10回皮下 注 射で は,体 重鉢 長 の減 少 が み られ,睾
丸 の 大 き ざぞ ほだ 倶r二〇二22×LO:03k」O.07cm,右側
一〇.17×-O.1×-O.1cmで縮 小 を示 して い る.精 子
数+2.7,軒1.3,冊2.3で総 て10に滴 たな くな り造 精機
能 の障 害 が窺 わ れ る(Fig.22).
7)松 果体,
表27に示 す如 く,使 用 白鼠 は 総 て50gm以 下 で,
積 一 頭分 埋 没10日後 の所 見 で は体 重,体 長 は 正常 の 増
加 を 示 し,畢 丸 の大 きさで は 左側0.17×0.2×02cm,
右 側0.i7,×0.2×0.2cmと極 く軽 度 の増 加 が み られ て
い るが,精 子 数 では+4.3,粁『5,ザO.7と微 か に左 方
推 移 を 示 してい る.計 で は総 て10を数 え てお り,殆 ん
ど影 響 は み られ て い ない(Fig,23).
8)ナ イ トロ ミン
表28に示す 如 く,使 用 白鼠 は総 て100gm以 上 で,
1mg毎 日30回皮 下注 射 で は体 重,'s体長共 に 著 明 な減
少 が み られ,睾 丸 の大 き さで は 左側 一2.7×-0・1×
-O.2cm,右側 一〇.3×-0.13×-0.13cmで縮 小 を示
して い る.精 子数 で は:+2.3,粁2,HIO.03と著 明 な
左 方推 移 が み られ,計 で は 総 て10に満 た ない もので し
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番 号 1 23456 78 9i。1■ 唄 刑 計
No.1 ト 朴 一+朴 十 3 2 ・1・
No.2 i+一 粁+一
一1・111・1・















を示 しでいる.即 ち墨丸の大 きさの縮小 と精子
数の著墾な減少がみ られてい る.
垂体前 葉ホル モンでは軽度の促進が示 されて
いる.
副腎皮質ホル モソでは コーチ ゾソ,プ レド昌
ン腐れ も障害がみ られてい るが,殊 にプ レざ昌
ンでば高度の左方推移がみ ら洞障害 の強 い こと
が示されている.こ れ らに比較 してACTM-Z
では軽度の右方推移があ り軽 度の促進がみ られ
ている.
甲状腺に関 しては抗甲状腺剤 としてのメチオ
ジールでは著 明な睾丸の増大 と右方推移がみ ら
れ,短 期間投与では造精機能 の促進が示 されて
いる.一 方 零状腺ホルモソ斉liでは逆 に睾丸の縮
小,精 子数 の減少がみ られ,軽 度 の障害が添 さ
れている.
交感神経毒 としてのア ドレナ リン,ピ ロカル
ピソ,ア ト寮ピンでは,三 者の間紅得成の影響
の差が承されている。ア ドレナ リンでは畢丸 の
大 きさは縮小を示 しているが,精 子数 では多少
の左方推 移がみ られる程度で極 く軽度の障害が
みられ,ピ ロカル ピンでは睾丸の縮小 と同時 に
精子数の著明な減少が あ り,中 等度の障害 が示
され ている.こ れ らに反 してア トロピンでは睾
丸の大きさの増加と精子数の 右 方 推 移がみ ら
れ,機 能促進が示されて いる.
その純では ビタミン£ が睾丸の 大 きさの 増
加,精 子数の右方推移 を示 し,中 等度の造精機
能の促進がみられ るが,ア ルギニン,松 果体で
131
は正常発育 と殆ん ど差 がな く影饗がみ られてい
ない.コ ン下 ロイチ ン硫 酸,1ビタ ミソH,ア デ
ノシン三燐酸 ナ トリウムでは正常 に比 し畢丸 の
大 きさ,精 子数 に稻 々増加がみられ,軽 度の促
進 が添 されてい る.5一オキシ ーアソbラ ニル酸
では畢丸 の縮小 と精 子数の減少がみ られ,中 等
度の障害が示 されている.ナ イ トロ ミンでは著
明な畢丸 の縮小 と精子数の減少がみ られ,強 度
の造精機能障害が添 されている.
畢丸造精機能 の障害判定 には磁 々な方法が と
られているが,薬 剤投与 による影響 では その差
が非常 に軽度で,只 漫 然 とみただけでは見逃す
恐 れがあ り,又 覇定江誤 りを生ず る危険が ある
ので,著 者は成績の項 に添 した ような畢丸の大
きさ,精 子数の 比較 を略 々 同体重 のものと行
い,畢 丸の増大 と精子数右方推移を機能 の促進
とし,睾 丸 の縮小 と精子数 の左方推 移,減 少を
障害 として判 定の基準 に し以上の成績 をあらわ
したが,こ れに よるとごく軽度の促進,障 害 も
割 に正確 に衷現出来 るよ ラに考 えてい る.
動物 に於娃 る精纈管 内緯麹は驚成複雑で亨障
害部位 の問題 には栢当の難点が あ り,そ の点精
子数 による凋定は容 易であ 鯵誤 りが少いように
考 え,こ の方法を採用 したわけであ る.成 熟白
鼠 で絃間質の発達 が悪 く,重 量綴成で精上皮が
主 体をなし,睾 丸 重量 は体重増加に比例す ると
され ている.森 井 によると白鼠の精子形成の形
態的指標 としては重量,精 細管の大い さ,基 底
漢 の厚 さ,精 細管 内の鮨質乃至酵素反応所見を
重視 してい る.
性腺麟戟 ホルモン 顯 ちGekaδ◎trepin}zex
大体3種 類があげられ てい るが,こ れ らの睾丸
に対す る作用については村野は垂捌後 の投 与で
は胎盤性の ものが最も重墨 を増す としてお り,
そ の催多 くの報皆がみ られ てい る.即 ち,畢 丸
の増大,造 繍機能 の促進が明 らかに され てい る
が,著 者の例で も明らかに その ことは云 えると
思 う.





あ り,あ るものはLeydig細胞の 障害を主張
し,あ るものは精子形成障害を主張 してい る・
これ らの結果 は投与す るホルモンの種類 と量並
びに期間が問題 であ り,そ れによつて促進 され
るものもあ り,障 害 され るものもあるわけであ
る.著 者の実験 による1回5mg連 続10回投与
における造精機能 では明 らかに促進 され てい る
成績が示 され てい る.
女性 ホル モン投与 では多 くの 報 告 が あり,
Steinach(1926)等の 卵巣抽出物 投 与に 始 ま
り,本 邦 では木島等 の詳細な報告がある.こ れ
らでは一定量以上投与す ると体重 と共に睾丸重
量の減 少を来 し,精 子形成障害を起 す ことが結
論 されている.こ れ は著者の例でも同様な こと
が云え ると思 う.
副腎皮質 ホルモ ン投与 による睾丸造精機能障
害 についてはAntpol等の報告をみ るが,In-
ge1,Winter,Silber並びにStoerk等は不確
実 であるとしている.著 者 の実験では明 らかに
障害がみ られてお り,殊 にプ レド昌ンでは コー
チゾンに比 して著明な縮小 と精子数 の減少 とを
示 している.ACTH-Zで は逆に軽 度では ある
が促進がみ られ,大 量投与 では副腎 ホルモソの
分泌抑 制が云われ てい る所 から,副 腎皮質 ホル
モンの投与 による障害から考 えて分泌抑 制のた





機能は障害 され ることが報告 されているが,著
者 の実験範 囲内の投与 では明 らかに促進がみ ら






















































6)インシ ェリン,パ ロチ ン投与 では影響は
極 く軽微で,イ ソシュ リソでは殆ん ど正常 と変
りがな く,パ ロチソ では 軽度の 障害がみ られ
た.
7)交感神経毒 ではア ドレナ リン.ピ ロヵル
ピソに障害が,ア トロピソでは中等度 の促進が
み られた.
8)ビタ ミンE投 与 では中等 度の促進がみ ら
れた.
9)コ ソ ドロイチン硫 酸,ビ タ ミンH,A.
T.P,投与では何れ も軽度の促進 がみ られた.
10)アルギ ニソ,松 果体投与 では対照 と殆 ん
ど差がみ られ なかつた.
11)5一オキシ ーア ソ トラニル酸では中等度 の
障害がみ られ た.
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季 譜 皇睡磁 墨働ぎ仁癖 糎 難
Fig.2
アソ テPン50単 位 ×10
著 明 な造 精 機 能 の促 進 を 示す
欝冨星 瀦畷 ・澱
Fig.3
プ リモ ゴニール5単 位 ×10










醜 繊み 鯉 響
Fig.4
エ ナ ル モ ン5mg×10
中等 度 の 促進 を示す
Fig.5
ヘキ ス ロソ5mg×10





ヒポ ホ リソ2単 位 ×10
軽 度 の促 進 を 示す
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Fig.7
プ ロ ラン20単位 ×・10・
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中等 度 の 促進 を示す
Fig.12
チ ラヂ ソ20mg×10





鰹㌧:、 び 、罐 ・ ・響
議 欝
Fig.13
インシ ヱ リン2単 位 ×10


































中 等 度 の促 進 を示 してい る.
Fig.18
コン ドロン2mg×10
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Fig.19
ビ タ ミンH50r×10
軽度 の 促進 を示 してい る.
Fig.20
アル ギ ニ ソ1mg>〈30
正 常 像 と殆 ん ど差 を認 め な い.
Fig.21
A.T.P.2.5mg×10
軽 度 の 促 進 を 示 し て い る.
Fig.22
5一 オキ シ酸5mg×10
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Fig.23
松 果 体憤1頭 分 ×1
極 く軽 度 の 障害 を示 してい る.
Fig.24
ナ イ トロ ミン1mg>(30
強 度 の 障害 を 示 してい る.
